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第 1 章 序論 

現在わが国は、未曽有の勢いで高齢化が進んでおり、2025 年には高齢化率（65 歳以上

の人たちの人口が総人口に占める割合）30%を上回ると推計されている（権藤, 2018)。 

このように長寿化がほぼ達成されたことにより、次に伸びた余命の内容にかかわる健康

寿命が新たに注目されるようになった。2015 年の健康寿命は男性 71 歳、女性 76 歳で、共

に平均寿命との間に 10 歳の差がある（内閣府, 2018）。健康で幸せな人生を送るためには、

高齢者はこの差を小さくすること、健康寿命を延ばすことが目標となり、そして長くなっ

た健康寿命をどう生きるかが大きな課題となってくる。 

そこで本研究では、高齢者の QOL を高める要因について検討を行う。 

 

第 2 章 方法 

 エリクソンの老年期における発達課題である統合性と QOL との関連、また統合性と死

に対する態度との関連を明らかにするために、60 歳以上の高齢者 215 名に、質問紙調査を

行った。尺度は以下を使用した。 

① 基本属性：フェイスシート(年齢、性別、最終学歴、社会活動、婚姻の有無等)  

② 発達課題：Inventory of psychosocial balance(IPB)日本語版（以下、IPB） 

③ QOL：高齢者スピリチュアリティ評定尺度（SRS-E）（以下、SRS-E） 

④ 死に対する態度：死に対する態度尺度短縮版（DAP) （以下、DAP） 

分析方法 

分析 1．①DAP を目的変数、IPB を説明変数とした重回帰分析を行った。②次に、SRS-E

を目的変数、DAP を説明変数とした重回帰分析を行った。 

分析 2. SRS-E におよぼす、IPB と DAP の交互作用を調べるために、階層的重回帰分析を

行った。 

 

第 3 章 結果 

①発達課題の「統合性」が高まると死への態度の「回避的受容」が低くなることが示され、

②死への態度の「積極的受容」と「中立的受容」が高まると QOL の多くの因子の得点が高

くなり、③「死の恐怖」が高まると QOL の「未来への心の準備」が高くなり、④「回避的

受容」が高まると QOL の「乗り越えた道の確認」と「自己存在の探求」が低くなることが

示された。 

また、発達課題の「統合性」が高くなると QOL の「乗り越えた道の確認」、「他者とのつ

ながり」、「超越的なものへの関心」、「自己存在の探求」、「未来への心の準備」の全てが高

くなることが示された。 

 

第 4 章 考察 

 本研究より、高齢者の QOL を高めるために、従来とは異なる健康心理学的視点でのデス

エデュケーションが必要と考えられた。そして、その方策を考えるうえで、本研究の結果

が役立つ可能性がある。たとえば、ライフストーリーインタビューによって、高齢者の「統

合性」を高めると、死への態度の「回避的受容」が低くなり、QOL が高まる可能性が考え

られる。 
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